
本研究の目的は多文化共生社会の中で日本国籍および外国籍幼児との口腔保健状態を分析することである。わが国では在留外国人数が令

和 5年 6月末時点で約 322万人と増加し続けており、外国籍の幼児は乳歯う蝕罹患傾向が高い事が報告されている。本研究により、約 3年

間の日本国籍および外国籍の幼児の口腔保健状態や生活習慣の推移を分析し明らかにすることができれば、これからの健康増進や口腔保健

の推進、医療費に及ぼす影響を明らかにすることができると期待される。  
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